
研究機関名：東北大学 

1.受付番号 2019-003 

2.研究課題名 日本語母語話者と英語母語話者による英語統語構造の処理 

3.研究期間 
2019 年 8 月（部局長承認後）～ 

               2022 年 3 月 31 日 

4.研究の概要 

 

 

意義・目的 （研究の背景･目的や倫理的項目について的確に記すこと。） 

 本課題では、英語の統語構造の習得途上にある日本人初級および中

級の学習者が英語の曖昧な文構造をどのように処理しているかにつ

いて、母語話者の処理過程と比較しながらその特徴を解明することを

目的とする。そのために、英語初級学習者（高校生）、中級学習者（大

学生）および英語母語話者を対象として、句ごとに自己ペースで読み

進める過程を計測する反応時間による実験を実施する。あわせて学習

者の総合的な英語能力も測定し、読み時間との相関を検討する。 

本課題の知見により、日本語母語話者が英語文の曖昧な構造を処理

する過程を明らかにし、英語学習の各段階において、適切な文理解を

するための適切な指導方針を策定する助けになると期待される。 

方法（研究に必要な対象者人数、年齢構成､性別、および対象者を選ぶ方

針・基準も記すこと） 

 日本語を母語とする初級英語学習者（高校生男女 30 名）、中級英語学

習者（20～40 歳の大学生 30 名）、および英語母語話者（20～40 歳の留

学生男女 30 名）を予定する。事前に十分な説明を行ったうえで自由意志

での参加を求める。未成年の候補者の場合は保護者にも書面を通じて事

前説明を行う。 

 学習者に対しては、課題は 2 日間にわたって実施する。1 日目に英語

運用能力測定テストの模擬試験を一斉に行い、2 日目に、個別に英語の

文読み時間測定課題を行う。説明や事務手続きなどを含む所要時間は、

1 日目が約 150 分、2 日目が約 30 分の計約 180 分の予定である。 

 英語母語話者に対しては、英文読み時間測定のみを行う。説明や事務

手続きなどを含む所要時間は約 60 分の予定である。 

問い合わせ・苦情等の窓口（講座・研究室の連絡先を記入し、研究者の

個人名は記入しないこと） 

 

東北大学大学院文学研究科言語学研究室（022-795-5983） 

東北大学川内南地区「人を対象とする医学系研究」 

倫理審査委員会事務局（022-795-6103） 

 （紙面が不足するときには､罫線の縦幅を任意に増やし､次頁送りにしてください。） 

 


